
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会広報誌 第１９号 

発 行 ／  鳴門市社会福祉協議会 

〒772-0003 鳴門市撫養町南浜字東浜 24番地 2 

鳴門健康福祉交流センター2Ｆ 

TEL：088-685-7170 FAX:088-686-4059 

HP：http://www.narutoshi-shakyo.com 

このたび令和 3年 6月 28日付で、多智花 亨 前会長より社会福祉法人鳴門市社会福祉協

議会会長職を引き継ぎました。身に余る光栄と捉えますとともに責任の重さを痛感しており

ます。 

多智花前会長におかれましては 21 年の長きにわたり会長を務めていただき、ありがとう

ございました。これまで前会長が地域福祉の向上と発展のために尽力されましたことに深く

敬意を表し、その意思を尊重、継承できるよう職務に取り組んでまいります。 

今後は顧問として、私どもへのご指導・ご助言をいただければ幸いに存じます。 

さて、会長就任にあたっての目標ですが、風通しの良い明るい社会福祉協議会を目指して

いきたいと考えています。まずは、日頃から地域の方々と接している職員の話を聞いて、で

きることから改善を進めていきたいと思っています。 

少子高齢化や人口減少が進んでいる現在、在宅生活や介護予防等の支援が重要なものと

なっていることと併せて、多様化する福祉ニーズに対応する柔軟な姿勢も必要となっていま

す。また、コロナ禍によって生活に困窮されている方々の支援も急務となっており、福祉課

題は時代の変遷とともに増加しております。 

これらの現状は、社会福祉協議会の活動の真髄を世に示す世情でもあると感じ取れます。

また、世のため人のための社会福祉協議会でありたいとも願っております。一朝一夕ででき

ることではありませんが、人事を尽くしてまいりたいと存じます。 

結びとなりますが、前任者同様に格段のご指導・ご鞭撻を賜りますよう、今後ともよろし

くお願い申し上げます。 

会長就任にあたって 
鳴門市社会福祉協議会 会 長 藤 村 松 男 
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社協なると 第１９号 令和３年８月発行 ❷ 

▶重点的な取り組み 
1. 組織運営、経営基盤体制の整備 
   経営組織の適正な運営管理に努めるとともに、経営の透明性向上、財務規律の強化を図る 
2. 地域包括ケアシステムの構築 

居宅介護等事業、基幹型地域包括支援センター事業における重層的な支援の提供に努める 
3. 地域福祉推進の充実・強化 
   行政との連携により地区社協を中心とした地域福祉活動の推進及び地域の課題解決に努める 
4. 権利擁護に関する体制整備及び事業実施 
   法人後見事業開始に向けた体制整備及び日常生活自立支援事業の適正な実施に努める 

▶令和 2 年度 事業報告 
 
令和 3 年 6 月 11 日（金）に市健康福祉交流センター２階軽運動室において理事会が、また 6 月 28 日

（月）に市健康福祉交流センター3 階大会議室において評議員会が開催され、令和 2 年度の事業報告案及び

決算報告案が承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶令和 2 年度 収支決算 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．法人運営事業 
役員会の開催、職員研修会の開催、各会議出席、成年 
後見制度利用促進に向けた協議、災害時総合相談支 
援体応力向上に向けた取り組み など 

２．地域福祉推進事業 
地区社会福祉協議会、社会福祉団体の育成、民生委員 
活動事業、寿賀（100 歳）、福祉協力校指定事業、給 
食サービス事業、親子ひろば事業、リフト付きワゴン 
車管理運営事業、法律相談、地域福祉活動計画の実践  
など 

３．広報啓発事業 
市社会福祉大会の開催、県社会福祉大会に参加、広報 
誌「社協なると」の発行 

４．ボランティアセンター事業 
ボランティアセンター預託・払出し、車いす貸出、車 
いす講習 など 

５．共同募金配分金事業 
可能世帯調査、街頭募金の実施 など 

６．居宅介護等事業 
訪問介護事業、居宅介護支援事業、産前産後ヘルパー 
派遣事業 など 

 ７．基幹型地域包括支援センター事業 
第 1 号介護予防支援事業、総合相談支援業務、権利 
擁護事業、認知症総合支援事業、地域ケア会議推進事 
業、地域包括ケア事業 など 

８．福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） 
相談受付～契約事務、契約者への実際の援助 など 

９．生活福祉資金貸付事業 
  福祉資金、教育支援資金、緊急小口等特例貸付（コロ 

ナ禍対応） など 
10．心配ごと相談事業 
11．県シルバー大学校鳴門校管理運営事業 
  コロナ禍のため中止 
12．シルバー事業 

鳴門市シルバー大学校、趣味の教室 など 
13．福祉金庫貸付事業 
14．収益事業 

物品販売、自動販売機設置 
15．各団体事務局設置活動 

市地区社会福祉協議会会長会、市老人クラブ連合会、 
市民生委員児童委員協議会、市ボランティア連絡協 
議会、市手をつなぐ育成会 など 

経常経費補助金収入

36,169 

受託金収入

35,886 
介護保険事業収入

29,721 

その他の活動による収入

8,393 

積立資産取崩収入

8,000 

共同募金配分金収入

7,632 

収益事業収入

6,689 

障害福祉サービス等事業収入

5,890 

サービス区分間繰入金収入

4,000 

事業区分間繰入金収入

1,700 

雑収入

1,064 
会費収入

340 地域生活支援事業収入

246 

寄付金収入

103 

利用料収入

68 

貸付事業収入

35 

受取利息配当金収入

4 

収入合計 

145,940 

（単位：千円） 

人件費支出

（法人運営等・退職金等）

94,861 

事業費支出

17,506 

共同募金配分金事業費支出

7,067 

売上原価支出

4,782 

その他の活動による支出

4,499 

事務費支出

4,219 

サービス区分間繰入金支出

4,000 

助成金支出

2,960 

事業区分間繰入金支出

1,700 
その他の支出

475 

固定資産取得支出

379 
負担金支出

139 

貸付事業支出

35 

支出合計 

142,622 

（単位：千円） 



❸ 社協なると 第１９号 令和３年８月発行 

▶令和 3年度 事業計画 
 
令和 3年 3月 19日（金）に理事会、3月 29日（月）に評議員会が鳴門市健康福祉交流センターにおい

て開催され、令和 3年度事業計画案及び予算案が承認されました。 
 

住民参加の福祉のまちづくりを推進する 
～健康で安心して暮らせる福祉のまち「鳴門」づくり～ 

 
鳴門市社会福祉協議会（社協）は、今後も引き続き市民主体の活動原則を忘れず、地域福祉の推進を図り、

地域社会に貢献すること及び地域住民に信頼され必要とされることが社協の使命であると認識し、市民や行

政と協働による『健康で安心して暮らせる福祉のまち「鳴門」づくり』に向け、市民主体の活動の推進に努め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▶令和 3年度 収支予算 
 

 

 

 

 

 

事業項目 重点的な取り組み 

１）法人運営事業 

２）地域福祉推進事業 

３）広報啓発事業 

４）ボランティアセンター事業 

５）共同募金配分事業 

６）居宅介護等事業 

７）基幹型地域包括支援センター事業 

８）障害福祉サービス事業 

９）福祉サービス利用援助事業 

）生活福祉資金貸付事業 

）心配ごと相談事業 

）県シルバー大学校鳴門校管理運営事業 

）シルバー事業 

）福祉金庫貸付事業 

）収益事業 

）法人後見等事業 New！ 

）団体等の活動支援･事業協力 

１）組織運営、経営基盤体制の整備 
組織経営のガバナンス強化、事業運営の透明性の 
向上、財務規律の強化など、市民に信頼される安 
定した法人経営に向けた組織運営体制の整備。  

２）地域包括ケアシステムの構築 
   行政や地域包括支援センターなどとの連携によ 

る、住まい・医療・介護・介護予防・生活に対す 
る重層的な支援を提供するための在宅福祉サー 
ビス体制の構築。  

３）地域福祉推進の充実・強化 
   地域福祉活動計画に基づく、地区社会福祉協議会 

を中心とした地域の課題解決に向けた小地域ネッ 
トワーク活動の展開と、市との連携による地域福祉 
の推進  

４）権利擁護に関する事業の実施 
   日常生活に不安のある方が住み慣れた地域で安心 

して生活できるように、日常生活自立支援事業の継 
続実施と、新規事業として法人後見事業を実施 

経常経費補助金収入

37,356 

受託金収入

36,510 

介護保険事業収入

33,848 

障害福祉サービス等事業収入

6,974 

積立資産取崩収入

5,000 

サービス区分間繰入金収入

4,000 

寄附金収入

1,300 

事業区分間繰入金収入

1,700 

地域生活支援事業収入

254 

貸付事業収入

100 
会費収入

300 

その他の収入

88 
事業収入

80 
受取利息配当金収入

6 

共同募金配分金収入

7,658 

収益事業収入

6,375 

収入合計 

141,549 

（単位：千円） 

人件費支出（法人運営等）

91,791 

事業費支出

18,980 

共同募金配分金事業費支出

7,061 

事務費支出

4,601 

助成金支出

3,310 

その他の活動による支出

5,145 

サービス区分間繰入金支出

4,000 

貸付事業費支出

100 
負担金支出

226 

事業区分間繰入金支出

1,700 

売上原価支出

4,400 

支出合計 

141,314 

（単位：千円） 



社協なると 第１９号 令和３年８月発行 ❹ 

 

 

★成年後見制度とは？…認知症、知的障がい、精神障がいなどにより、判断能力が十分でない人の 

権利を守る制度です。 

★お手伝いする人は？…成年後見人、保佐人、補助人といいます。親族、専門職等（弁護士、司法 

書士、社会福祉士、行政書士など）の個人のほか、法人が受任することも 

できます。 

 

鳴門市社会福祉協議会が、法人として成年後見人等になります。 
   後見のお仕事は、鳴門市社会福祉協議会の担当職員が行います。 

   本人の意思を尊重しながら、その方らしい生活を送れるようにお手伝いをします。 

鳴門市社協があなたの"私らしい暮らし"をお手伝いします。 

●本人の生活・医療・介護・福祉に関する契約などのお手伝い 

●年金などの収入と、生活費や公共料金などの支出の管理 

●行政手続きの代行… など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私らしい暮らし 

福祉サービス 財産管理 

家庭裁判所の審判に基づき、鳴門市社協が成年後見人等として 

お手伝い（支援）します。 

選任 

後見人 
(鳴門市社協) 

本人 

支援 

お手伝い 

事業内容：法定後見事業 

そこで 

業務内容：鳴門市基幹型地域包括支援センターにおけ 

る高齢者等に対する総合相談支援、介護予 

防、認知症対策等に関する業務 

資 格 等：保健師または在宅支援、高齢者に関する公 

衆衛生業務の経験が 1 年以上ある看護師 

年  齢：不問 

給  料：182,000 円（大卒新卒の場合） 

     昇給あり 

賞  与：年間 2.5 ヶ月 

休 暇 等：完全週休二日制、夏季休暇、有給休暇 

雇用期間：令和 4 年 3 月 31 日まで（更新あり） 

そ の 他：社会保険加入、退職金制度あり 

連 絡 先：☎088-685-7170（担当：藤原） 

★職員（保健師等）を募集します★ 
行事のご報告 

・3/14  第 1 回ボランティア活動分野別交流研修会 

（鳴門市健康福祉交流センター） 

 

・3/17  第 54 回鳴門市社会福祉大会 

（鳴門市健康福祉交流センター） 

 

・3/23  鳴門市シルバー大学校卒業式 

（鳴門市健康福祉交流センター） 

 

・6/22  鳴門市シルバー大学校入学式 

（鳴門市健康福祉交流センター） 

 

・6/25  第 32 回市老連囲碁ボール大会 

（鳴門市健康福祉交流センター） 


